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夏
祭
　
除
蛙
祭

鵜
坂
寺
別
当
慰
霊
祭

六
月
十
六
日
（土
）
十
時
よ
り
、

夏
祭
、
大
伴
家
持
彰
徳
祭
、
鵜
坂

寺
別
当
慰
霊
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し

た
。
夏
祭
（田
祭
り

。
除
蛙
祭
）

除
蛙
祭
（じ
ょ
こ
う
さ
い
）
は
、

蛙

（い
な
い
し
な
ど
の
害
虫
に
合
わ

な
い
よ
う
祈
願
、
五
穀
豊
穣
を
祈

り
ま
す
。

大
伴
家
持
彰
徳
祭
は
、
天
平
二

十
年
（７
４
５
）国
内
巡
察
に
出
た

越
中
国
司
家
持
が
売
比
野

（め
ひ

の
。旧
婦
負
郡
）
に
入
り
、
越
の
大

社
鵜
坂
神
社
に
詣
で
、
神
通
川
で

鵜
飼
を
賞
で
た
。
鵜
坂
寺
別
当
慰

霊
祭
は
、
白
鳳
期
（七
世
紀
後
半
）

に
創
建
さ
れ
た
真
言
宗
鵜
坂
山

（別
名
　
一員
柳
山
）鵜
坂
寺
、
鵜
坂

神
社
の
別
当
と
し
て
多
く
の
社

僧
、
大
伽
藍
を
有
し
た
が
戦
国
時

代
の
兵
火
や
度

々
の
水
害
に
よ
り

衰
退
し
、
明
治
三
年
廃
仏
毀
釈
に

よ
り
廃
寺
と
な
る
。
現
在
は
、
境

内
の
一
隅
に
僅
か
に
墓
石
、
五
輪

塔
を
残
す
の
み
で
す
。

小
学
生
に
よ
る

「浦
安
の
舞
」

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

盤
轟
鸞
鉤
饉

神
宮
大
麻

暦
頒
布
始
奉
告
祭

天
皇
陛
下
御
即
位

三
十
年
奉
視
式
典

十
月
九
日

（火
）
富
山
県
神
社

庁
主
催
で
平
成
二
十
年
度
　
神
宮

大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭
及
び
天
皇

陛
下
御
即
位
三
十
年
奉
祝
式
典
が

富
山
能
楽
堂

で
斎
行
さ
れ
ま
し

た
。
雅
楽
が
演
奏
さ
れ
る
中
、
神

宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭
で
は
、

修
祓
か
ら
始
ま
り
玉
串
拝
礼
、
神

宮
大
麻
暦
の
授
受
、
表
彰
式
等
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
鵜
坂
神
社
か
ら

３
名
出
席
し
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
奉
祝

式
典
で
は
、
皇
居
遥
拝
、
国
歌
斉

唱
、
聖
寿
万
歳
を
行
い
、
平
和
国

家
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
た
ご
苦
労

に
感
謝
の
意
を
奉
げ
ま
し
た
。

奉
祝
清
興
で
は

「浦
安
の
舞
」

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
紀
元
二
千

六
百
年

（昭
和
十
五
年
）
を
お
祝

浦安の舞

■ぷムl

舞楽 蘭陸王

い
し
て
、
昭
和
天
皇
の
御
製
に
当

時
の
宮
内
庁
楽
部
楽
長
の
多
　
忠

朝
氏
に
よ
る
作
曲
・作
舞
で
あ
り
、

現
在

で
も
盛
ん
に
舞
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
外
、
歌
舞
〓
塁栄
の
舞
」
・

陸
工

（蘭
陸
王
）

・
納
曽
利

。
人

長
舞

（其
駒
）
が
厳
か
な
雅
楽
の

下
で
舞
わ
れ
ま
し
た
。
能
楽
堂
で

の
三
時
間
、
楽
し
く
過
ご
し
た
素

晴
ら
し
い
時
間
で
し
た
。

繊

Ｌ

艤

蜀

饉

機

富
山
県
神
社
庁
富
山
支
部

神
宮
大
麻

・
暦
頒
布
始
奉
告
祭

十
月
二
十
二
日

（月
）
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
に
於
い
て
富
山
県

神
社
庁
富
山
支
部
の
神
宮
大
麻

・

暦
頒
布
始
奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。

三
百
名
を
超
え
る
各
神
社
の
宮

司
や
爾
宜
及
び
氏
子
総
代
出
席
。 頒布始奉告祭

配
布
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
に

御
神
札
に
付

い
て
の
説
明
が
有

り
、
伊
勢
神
宮
に
鎮
座
す
る
天
照

大
御
神
を
お
祀
り
し
、
こ
の
御
神

札
の
事
を
特
に
神
宮
大
麻
と
お
呼

び
し
ま
す
。
ま
た
、
幸
せ
な

一
年

に
す
る
た
め
に
、
お
正
月
の
迎
え

方

・
過
ご
し
方
も
書
い
て
あ
り
、

各
一餐
廷
に
神
官
大
麻
と
氏
神
神
符

を
祀
っ
て
頂
き
た
い
で
す
。

秋
季
例
祭

お
神
札
頒
布
祭

十

一
月
二
十
三
日
十
時
よ
り

「秋
季
例
祭
」
並
び
に

「神
宮
大

麻

・
鵜
坂
神
社
神
符
頒
布
始
祭
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
鵜
坂
小
学
校
児
童
に
よ

る

「浦
安
の
舞
」
と

「鵜
坂
鵜
飼

太
鼓
］
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

伊
勢
神
宮

（お
伊
勢
さ
ま
）
は
、

総
氏
神
と
尊
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い

る

「皇
大
神
宮
」
（天
照
大
神
）
を

中
心
と
し
た
お
宮
で
す
。

゛

為
及
神
社
神
雲

二
千
年
の
歴
史
を
持
つ
お
伊
勢

さ
ま
の
神
札

（神
宮
大
麻
）
と
地
域

を
護
る
氏
神
さ
ま

・
鎮
守
さ
ま
の

神
札
は
、
年
ご
と
に
皆
様
の
幸
せ

を
祈
念
し
て
お
手
元
に
配
ら
れ
て

い
ま
す
。


